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レ什一夕を使って特徴点の抽出を行った。簡単なアルゴリズムで有効 な結果が得られるのでヲ ニニに紺介する凸  

1．ほじめに   

膨大なデ▲什∧タ壷を≠Jつ耐急について〉 すべ∴ご折デ」←タ  

を処酢7）対象とすろ〔7）妄ま清算時間ギ」メモリ占有率などの  

面で効苧が悪い 向後中から特徴的な部分を柚出しき 処  

邦を了J二うのが鳩さ的である  

ビジョンアレイれ式による超高速画像計測装置の開  

発と即効≠ふ甘り m研究開発において， カメラキミアリプ  

レションをわ1た密＝ハ特徴点としてさ 正〟形物体細川  

隅コ㌧・ナし・一たを用いてし＼、る（こ「…g∴う）∴画像L押）コし一ナーー  

紆検出に甘 テンプレ」几トを用いる手法と局所的な画素  

情報を用いた手法とに大別される圧がタ前者は計算量が  

多ノこになることや，様ノ′7な酬ノ矩〕物体に対応することが  

困難といった問題点があるぷ そこで我々は，後／をの桧山  

手法－ご毒）るン 画素濃淡値の差を斤いてコーナー（または  

エッ ジ）検拭を圭う封亮射いオ∴レーータ（2ノを／耶＼〉そ〝）有  

用性を確讃し∴′二釣で紳介する  

、丁 ′∴∵．∴  

二   ：・  ∴∴∴∴  

鎚軒かベレいタ倶鮮牒楼宣す∵ j、をf＝〔ノりこうな「1形  

′ノ）㌦♪ヌイノぞご設定し′。心画素㌢あについて〔りSi▼Sノゝ7＼けハ  

レ十夕出力植誓車封を牒雄藩に甘㌢ 中心画素の階溺植  

トそ〔′・雄吊正村素プ哨用射直J∵ソ〕絶対植〔プ）弄がjあろLきい  

仙義一∫j‾針U㍗∴封甘軒マスク再の画懐藩計数すろ仁濃淡画  

≡ 、   

∴・  
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